
平成24年度　保育所保育士研修等実施要綱

社会福祉法人　日本保育協会



─　�　─

保育所保育士研修等実施予定表

研修会名 開催場所 開 催 日

保育所中堅保育所長研修会 東京都 TKPガーデンシティ品川 平成25年2月20日（水）～ 22日（金）

保育所初任保育所長研修会

東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年9月12日（水）～ 14日（金）

大阪府 ホテルモントレ グラスミア
大阪 平成25年1月23日（水）～ 25日（金）

保育所初任保育所長（就任予定者）
研修会 東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年7月4日（水）～ 6日（金）

保育所乳児保育担当者研修会

東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年6月18日（月）～ 20日（水）

大阪府 ホテルモントレ グラスミア
大阪 平成24年6月6日（水）～ 8日（金）

保育所障害児保育担当者研修会

東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年11月7日（水）～ 9日（金）

大阪府 ホテルモントレ グラスミア
大阪 平成24年11月20日（火）～ 22日（木）

保育所保護者支援研修会 東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年8月29日（水）～ 31日（金）

幼児期の教育研修会 東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年9月27日（木）～ 28日（金）

保育所事故予防研修会

東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年12月13日（木）～ 14日（金）

大阪府 ホテルモントレ グラスミア
大阪 平成25年2月7日（木）～ 8日（金）

保育所主任保育士研修会

東京都 TKPガーデンシティ品川 平成24年7月18日（水）～ 20日（金）

東京都 TKPガーデンシティ品川 平成25年1月9日（水）～ 11日（金）

大阪府 ホテルモントレ グラスミア
大阪 平成24年8月1日（水）～ 3日（金）

大阪府 ホテルモントレ グラスミア
大阪 平成24年12月5日（水）～ 7日（金）
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保育所保育士研修等実施要綱

１．本事業の目的
　保育所は人が「育ち」「育てる」という人類普遍の価値を共有し、継承し、広げることを通じて
社会に貢献していく重要な場です。保育所保育士研修等事業によって、保育所長及び保育所
保育士等の保育所職員の専門性を向上し、保育所保育指針を踏まえた各保育所の創意工夫あふ
れる保育が展開されることにより、子どもの最善の利益が保障されることを目指します。

２．本事業の対象
　本事業の対象者は以下のとおりです。
（１）認可保育所の保育所職員
（２）平成25年度に認可予定の保育所職員
（３）児童福祉施設最低基準を満たした認可外保育施設の職員
　なお、それぞれの研修会の対象者については後日お送りする研修会実施要領をご参照ください。

３．本事業の研修会の申込方法について
（１）各研修会の実施要領を、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・指定都市・

中核市の児童福祉（保育）主管課あてにお送りしますので、市町村児童福祉（保育）主管課・
管下保育所などへのご案内をお願いします。

（２）お申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課になります。
同主管課の推せんにより、実施要領送付の際にお送りするご案内の「申込締切日」までに
日本保育協会までお申し込みください。各都道府県・指定都市・中核市において予定の割
当人員を超える場合は、事前に日本保育協会研修部までご相談ください。
　なお、受講者からの申込締切日については各主管課にてご指定ください。

（３）受講票を研修会実施の約１か月前に、受講決定者にお送りいたします。都道府県・指定都市・
中核市児童福祉（保育）主管課には受講の可否についてご案内します。

（４）詳細な研修内容や申込方法については、研修会実施の約３か月前にお送りする各研修会
の実施要領をご覧ください。
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１．保育所中堅保育所長研修会

　（１）目　的
　・保育及び子ども政策の動向を踏まえ、今後の保育所の運営について理解する。
　・地域に開かれた保育所づくりのために、保育所の子育て支援の役割と機能について理解し、

具体的な事例を通して、自園の地域子育て支援の実践の向上を図る。
　・保育所における人材育成の課題を理解し、保育及び保育所職員の資質の向上、職員の協働

性を高めるための共に育ち合う環境・職場づくりについて討議する。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
保育所長の経験年数５年以上の保育所長

　（４）定　員
２００名

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成25年2月20日（水）～ 22日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

研修科目 方　　法 時　間

1．保育・子ども政策の動向 講義 １時間

2．保育所の新しい課題への対応 講義 ２時間

3．子ども・子育て新システムとこれからの保育所運営 講義・討議 ３時間

4．地域に開かれた保育所づくり 講義・討議 ３時間

5．保育所における人材育成
パネルディスカッション・

討議
６時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする保育所中堅保育所長者研修
会実施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。
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２．保育所初任保育所長研修会

　（１）目　的
　・最新の保育制度の動向を踏まえ、保育所の適正な運営について理解する。
　・子どもの最善の利益のために、保育の内容等の自己評価、保育所の第三者評価の方法につ

いて理解し、自園の体制づくりについて考察する。
　・施設長の責務として、保育の質及び保育所職員の資質の向上のため、保育所の人材育成の

現状の課題と基本的な考え方について学ぶ。
　・保育所のリスクマネジメントの意義・必要性について学び、園内での危機管理のための体

制づくりを図る。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
以下の条件のいずれかに該当する方

（１）保育所長経験年数５年未満の方
（２）保育士資格を有し、本年度または来年度中に保育所長に就任する予定の方
（３）保育所初任保育所長（就任予定者）研修会を受講した方

　【保育所初任保育所長研修会を受講される際の留意事項】
　・保育所初任保育所長（就任予定者）研修会を受講した方は、保育所初任保育所長（就任

予定者）研修会の修了書番号を受講申込書に必ずご記入ください。
　・本年度、保育所初任保育所長（就任予定者）研修会を受講された方は、必ず24年度また

は25年度に保育所初任保育所長研修会を受講してください。やむをえない事情により期
間中に受講ができなかった場合にはその翌年度（平成26年度）であれば受講が可能です。

　（４）定　員
３００名（×２回）

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年9月12日（水）～ 14日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

平成25年1月23日（水）～ 25日（金） ホテルモントレ　グラスミア大阪 大阪市浪速区湊町1−2−3

研修科目 方　　法 時　間

1．保育制度の動向 講義 １時間30分

2．児童福祉と子どもの最善の利益 講義 １時間30分
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする保育所初任保育所長研修会
実施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。

3．保育の内容等の自己評価 講義 １時間30分

4．保育所の第三者評価 講義 １時間30分

5．保育所のリスクマネジメント 講義 １時間30分

6．関係機関との連携 講義 １時間30分

7．保育所における人材育成 講義・討議 ３時間

8．保育所の運営管理 講義・討議 ３時間
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３．保育所初任保育所長（就任予定者）研修会

　（１）目　的
　・最新の保育の動向や関係法令等を学び、保育所の社会的な役割を踏まえた、施設長として

求められる責務について理解する。
　・保育所保育指針について学び、保育所における保育の内容に関する事項及び関連する運営

に関する事項について理解する。
　・保育所保育指針から乳幼児期の発達の特性と発達過程について学び、子ども理解を図る。
　・保育所保育指針における保育所の所長の役割について理解し、保育所を運営して行く上で

の施設長の役割について理解する。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
　保育士資格を有しておらず、保育所での所長経験がない方で、本年度または来年度中に保
育所長に就任する予定で保育所初任保育所長研修会の受講を希望している方。 

　【保育所初任保育所長（就任予定者）研修会を受講される際の留意事項】
　保育士資格を有していない方で、かつ（認可）保育所での所長経験がない方が「保育所初
任保育所長研修会」の受講をするためには、「保育所初任保育所長（就任予定者）研修会」の
受講が必要です。

　（４）定　員
５００名

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年7月4日（水）～ 6日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

研修科目 方　　法 時　間

1．保育の動向 講義 １時間30分

2．保育所の社会的役割 講義 １時間30分

3．保育所の関係法令とガイドライン 講義 １時間30分

4．保育所保育指針の理解　～総則を中心に～ 講義 １時間30分

5．保育所保育指針の理解　～運営管理を中心に～ 講義・討議 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする育所新任保育所長者研修会
実施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。

6．保育所の保育実践と子ども理解 講義・討議 ３時間

7．保育所における所長の役割 講義・討議 ３時間
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４．保育所乳児保育担当者研修会

　（１）目　的
　・乳児保育の社会的な意義と子ども側の視点からの乳児保育の重要性について学び、保育者

としての役割を理解する。
　・乳児のこころの発達や育ちを理解することで、保育に生かせる計画や記録につなげ、保護

者との緊密な連携と支援を充分に行えるよう努める。
　・乳児保育の環境構成について理解し、子どもの活動や遊びが豊かに展開するための手法を

学ぶ。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
１．保育所の乳児保育担当の保育士
２．保育所の保育士並びに保育所職員

　（４）定　員
３００名（×２回）

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年6月6日（水）～ 8日（金） ホテルモントレ　グラスミア大阪 大阪市浪速区湊町1−2−3

平成24年6月18日（月）～ 20日（水） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

研修科目 方　　法 時　間

1．乳児保育の意義 講義・討議 ３時間

2．乳児保育の環境構成と遊び 講義・討議 ３時間

3．保護者の支援と連携 講義・討議 ３時間

4．乳児の育ちと記録 講義・討議 ３時間

5．乳児のこころの発達 講義・討議 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする育所乳児保育担当者研修会
実施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。
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５．保育所障害児保育担当者研修会

　（１）目　的
　・最新の障害児・者福祉の制度と現状を理解し、新しく求められる保育所での対応について

学ぶ。
　・保育所での実践を通して、障害のある子どもの保育の意義について学び、家庭や関係機関

と連携した支援のための適切な対応について理解する。
　・子どもの発達や発達障害の最新の知見について理解する。
　・障害のある子どもを支えるため、特別支援教育の現状と課題を理解し、保育所児童保育要

録や就学支援シートを活用した小学校との連携と対応ついて学ぶ。
　・障害を持つ子どもと保護者への理解を深め、緊密な連携を図り必要な保育が行えるよう、

支援の方法について考える。

　（２）主　催
社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
１．保育所の障害児保育担当の保育士
２．保育所の保育士並びに保育所職員

　（４）定　員
３００名（×２回）

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年11月7日（水）～ 9日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

平成24年11月20日（火）～ 22日（木） ホテルモントレ　グラスミア大阪 大阪市浪速区湊町1−2−3

研修科目 方　　法 時　間

1．障害児・者福祉の理解 講義 １時間30分

2．障害児保育の新しい課題への対応 講義 １時間30分

3．障害のある子どもの保育の意義と保育実践 講義・討議 ３時間

4．障害のある子どもを支える保小連携 講義・討議 ３時間

5．発達障害の理解と対応 講義・討議 ３時間

6．障害児・者と保護者の理解 講義 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする保育所障害児保育担当者研
修会実施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。
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６．保育所保護者支援研修会

　（１）目　的
　・保育士の専門性を生かした保護者支援の意義と役割について理解し、具体的な事例から基

礎的な相談援助技術を整理する。
　・保護者支援の場の環境構成について学び、保護者が信頼関係を持ってコミュニケーション

を図れるよう配慮し、保育所と家庭の緊密な連携に努める。
　・地域のニーズを丁寧に把握し、地域に根付いた子育て支援を実践する力を養う。実践を通

しての具体的な支援と方法について学ぶ。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
保育所の保育士並びに保育所職員

　（４）定　員
３００名

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年8月29日（水）～ 31日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

研修科目 方　　法 時　間

1．保育士の専門性をいかした保護者支援 講義・討議 ３時間

2．地域子育て支援の場の環境構成 講義・討議 ３時間

3．気になる子どもの保護者支援 講義・討議 ３時間

4．保護者とのコミュニケーションと連携の方法 講義・討議 ３時間

5．保育所における子育て支援の実践 講義・討議 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする保育所保護者支援研修会実
施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。
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７．幼児期の教育研修会（旧：幼保連携研修会）

　（１）目　的
　・最新の子ども政策の動向について学び、保育所の新しい課題に対応できるよう努める。
　・保育所における幼児期の教育の理論について学び、子どもの集団生活と遊びが豊かに展開

されるよう配慮する。
　・実践事例などから保育所と小学校の連携について理解する。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
保育所の保育士並びに保育所職員、幼稚園関係者

　（４）定　員
２００名

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年9月27日（木）～ 28日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

研修科目 方　　法 時　間

1．子ども政策の動向 講義 １時間30分

2．保育所における幼児期の教育 講義・討議 １時間30分

3．子ども集団と遊び 講義・討議 ３時間

4．保育所と小学校の連携 講義・討議 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする幼児期の教育研修会実施要
領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。
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８．保育所事故予防研修会

　（１）目　的
　・保育所における事故予防の意義と必要性について学び、多様な事例を通して保育所での安

全管理を見直し、子どもが安全に生活できるよう配慮する。
　・保育所での事故事例から、保護者への配慮事項とコミュニケーションの方法について理解

する。
　
　（２）主　催

社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
保育所保育士並びに保育所職員

　（４）定　員
３００名（×２回）

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年12月13日（木）～ 14日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

平成25年2月7日（木）～ 8日（金） ホテルモントレ　グラスミア大阪 大阪市浪速区湊町1−2−3

研修科目 方　　法 時　間

1．保育所における事故予防の意義 講義 ３時間

2．乳幼児の発達と事故予防 講義・討議 ３時間

3．保育所での事故と保護者とのコミュニケーション 講義・討議 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする保育所事故予防研修会実施
要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。
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９．保育所主任保育士研修会

　（１）目　的
　・最新の保育の動向を理解し、保育所の新しい課題への対応について討議する。
　・保育所における主任保育士の役割と責務について理解し、保育の質や保育所職員の資質向

上のため、保育所の職場づくりと人材の育成に努める。
　・子どもの発達を保障するために、保育者の専門的役割について理解する。
　・主任保育士としての保護者の支援と連携について学び、家庭と緊密な連携が図れるよう配

慮する。

　（２）主　催
社会福祉法人　日本保育協会

　（３）対　象
１．保育所の主任保育士
２．主任保育士に準ずる保育士

　（４）定　員
３００名（×４回）

（５）研修期間及び場所

（６）研修内容

研修期間 研修会場 所在地

平成24年7月18日（水）～ 20日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

平成24年8月1日（水）～ 3日（金） ホテルモントレ　グラスミア大阪 大阪市浪速区湊町1−2−3

平成24年12月5日（水）～ 7日（金） ホテルモントレ　グラスミア大阪 大阪市浪速区湊町1−2−3

平成25年1月9日（水）～ 11日（金） TKPガーデンシティ品川 東京都港区高輪3−13−3

研修科目 方　　法 時　間

1．保育の動向と保育所における主任保育士の役割 講義・討議 ３時間

2．子どもの発達保障と保育者 講義・討議 ３時間

3．保護者との連携と支援 講義・討議 ３時間

4．保育所の職場づくりと職員の連携 講義・討議 ３時間

5．保育所の園内研修 講義・討議 ３時間
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　（７）日程表

　（８）申込方法
　受講希望者からのお申込みの受付は、都道府県・指定都市・中核市の児童福祉（保育）主
管課とさせていただきます。申込書に必要事項をご記入の上、同主管課から日本保育協会に
お申込みください。
　研修会の費用や申込方法等の詳細については、後日お送りする保育所主任保育士研修会実
施要領をご覧ください。

　（９）その他
①　受講者には各自の勤務先あてに受講票を送付します。
②　研修の全課程を受講された方には、修了証を発行します。
③　講義ごとの受講者の入れ替えはできません。
④　お申込み後の受講取消しはできません。
⑤　研修会の途中からの受講はできません。
⑥　研修会の実施要領については、研修会実施の約３か月前に日本保育協会より都道府県・

指定都市・中核市の児童福祉（保育）主管課にお送りします。


